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(57)【要約】
【課題】ディジタル回路が発生するノイズが受信信号に
混入しにくく、回路規模や消費電力の削減が可能な超音
波診断装置を提供する。
【解決手段】配列振動子１は複数の部分配列振動子２１
、２２から構成される。配列振動子１は超音波振動子３
を２次元に配列されている。部分配列振動子２１、２２
には部分ビームフォーマ４１、４２が設けられ、ビーム
フォーマ４１、４２は制御信号発生器６が出力する書込
み信号５１と読出し信号５２で共通に制御され、それぞ
れ整相加算を行い、前記部分ビームフォーマ４１、４２
の出力が主ビームフォーマ７で遅延加算される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の超音波振動子を含む複数の部分配列振動子と、
　分周データおよびクロックに基づいて書込み信号および読出し信号を生成する制御信号
発生器と、
　前記制御信号発生器から供給される前記書込み信号および読出し信号に基づいて、前記
部分配列振動子の出力信号を整相する複数の部分ビームフォーマと、
　前記複数の部分ビームフォーマの出力信号を整相する主ビームフォーマと、
  を備え、
　前記部分ビームフォーマは、
　前記超音波振動子から出力される受信信号を整相する複数の受信チャンネルと、
　前記複数の受信チャンネルの出力信号を加算する加算器と、
  を備え、
　前記受信チャンネルは、
　遅延データに基づいて重み付け制御信号を生成するデコーダと、
　前記重み付け制御信号に基づいて、前記超音波振動子から出力される受信信号に所定の
係数を乗算する重み付け回路と、
　前記制御信号発生器から供給される前記書込み信号および読出し信号に基づいて、前記
重み付け回路の出力信号を遅延させる配列スイッチと、
　前記配列スイッチの出力信号と前記重み付け回路の出力信号を加算するチャンネル加算
器と、
  を備え、
  前記配列スイッチは、前記重み付け回路と前記チャンネル加算器の間に並列接続される
複数のスイッチ回路を備え、
　前記スイッチ回路は、
　前記制御信号発生器から供給される前記書込み信号に基づいて制御される書込みスイッ
チと、
　前記制御信号発生器から供給される前記読出し信号に基づいて制御される読出しスイッ
チと、
　前記書込みスイッチと前記読出しスイッチの間に接続される容量素子と、
を備える超音波診断装置。
【請求項２】
　前記配列スイッチは、前記重み付け回路の出力信号を、前記超音波振動子から出力され
る受信信号の１周期の１／４に相当する遅延時間Δｔ遅延させる請求項１記載の超音波診
断装置。
【請求項３】
　前記制御信号発生器は、
　前記分周データに基づいて前記クロックを分周するカウンタと、
　前記カウンタの出力信号をデコードするデコーダと、
　前記デコーダの出力信号を前記クロックに応答してラッチし、前記読出し信号を生成す
る読出しラッチと、
　前記読出しラッチの出力信号を前記クロックに応答して遅延し、前記書込み信号を生成
する書込みラッチと、
　を備える請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　基本波受信モードまたは高調波受信モードに対応して、前記デコーダに供給する前記遅
延データをシフトするシフタを備える請求項１記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、超音波診断装置に関し、特に、配列振動子を部分配列振動子で構成し、部分
配列振動子の受信信号を部分ビームフォーマで整相し、整相された出力を遅延加算する超
音波診断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、医療分野において一般に使用される。超音波診断装置は、人体の内
部をリアルタイムで非破壊的に観察するとともに、２次元又は３次元画像を形成すること
ができるので、病気の早期発見および診断に役立っている。
【０００３】
　図６は、従来の超音波診断装置１００を説明するための概略図である。超音波診断装置
１００は、インタフェースケーブル１０４を介してプローブアセンブリ１０６に接続され
るプロセッサ１０２を含んでいる。プローブアセンブリ１０６は、複数の超音波トランス
デューサ素子２０４を含む超音波トランスデューサアレイ２０２を含んでいる。超音波ト
ランスデューサアレイ２０２は、それぞれの超音波トランスデューサ素子２０４が送信サ
イクル及び受信サイクルの間に個々に制御される２次元アレイである。
【０００４】
　プローブアセンブリ１０６は、ターゲット１０８に音響エネルギーを送り、反射された
音響エネルギーをターゲット１０８から受ける。ターゲット１０８から反射される音響エ
ネルギーは、超音波トランスデューサアレイ２０２により受けて、それぞれの超音波トラ
ンスデューサ素子２０４により電気信号に変換される。
【０００５】
　プローブアセンブリ１０６が処理回路を含んでいる場合、受けた音響エネルギーは、プ
ローブアセンブリ１０６において部分的に処理して、更なる処理のためにプロセッサ１０
２に送出することができる。プロセッサ１０２には、複数の遅延回路により受信信号を整
相し、超音波トランスデューサアレイ２０２の出力信号からビーム成形された信号を生成
するビームフォーマが含まれる。ビームフォーマによる処理の後、音響エネルギーから生
成された画像が、プロセッサ１０２に接続されるディスプレイに表示される。
【０００６】
　このように超音波診断装置１００は、超音波トランスデューサアレイ２０２から受信し
た信号を遅延させて整相する遅延回路と、遅延回路の出力を加算してビーム成形された信
号を出力するビームフォーマとを備える。
【０００７】
　図７は、従来の超音波診断装置１００において、受信信号の整相のための遅延を実現す
る遅延回路３５０の概略構成図である。従来の遅延回路３５０は、増幅器３０４と、書込
みスイッチ３５８と、容量素子３６２と読出しスイッチ３６４と、書込みシフトレジスタ
３５１と、読出しシフトレジスタ３７１と、電荷インテグレータ３７８とで構成されてお
り、書込みシフトレジスタ３５１と読出しシフトレジスタ３７１の制御により受信信号を
遅延している（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－９３３８５号公報（段落４０～５１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来の超音波診断装置１００においては、受信信号毎に、シフトレジス
タ３５１，３７１等のディジタル回路を用意する必要があり、受信期間中に、連続クロッ
クにより動作するシフトレジスタ３５１，３７１等の回路が発生するディジタルノイズが
受信信号に混入しやすいという事情があった。
【０００９】
　本発明は、上記従来の事情に鑑みてなされたものであって、ディジタル回路が発生する
ノイズが受信信号に混入しにくく、回路規模や消費電力の削減が可能な超音波診断装置を
提供することを目的としている。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の超音波診断装置は、複数の超音波振動子を含む複数の部分配列振動子と、分周
データおよびクロックに基づいて書込み信号および読出し信号を生成する制御信号発生器
と、前記制御信号発生器から供給される前記書込み信号および読出し信号に基づいて、前
記部分配列振動子の出力信号を整相する複数の部分ビームフォーマと、前記複数の部分ビ
ームフォーマの出力信号を整相する主ビームフォーマと、を備え、前記部分ビームフォー
マが、前記超音波振動子から出力される受信信号を整相する複数の受信チャンネルと、前
記複数の受信チャンネルの出力信号を加算する加算器と、を備え、前記受信チャンネルが
、遅延データに基づいて重み付け制御信号を生成するデコーダと、前記重み付け制御信号
に基づいて、前記超音波振動子から出力される受信信号に所定の係数を乗算する重み付け
回路と、前記制御信号発生器から供給される前記書込み信号および読出し信号に基づいて
、前記重み付け回路の出力信号を遅延させる配列スイッチと、前記配列スイッチの出力信
号と前記重み付け回路の出力信号を加算するチャンネル加算器と、を備え、前記配列スイ
ッチが、前記重み付け回路と前記チャンネル加算器の間に並列接続される複数のスイッチ
回路を備え、前記スイッチ回路が、前記制御信号発生器から供給される前記書込み信号に
基づいて制御される書込みスイッチと、前記制御信号発生器から供給される前記読出し信
号に基づいて制御される読出しスイッチと、前記書込みスイッチと前記読出しスイッチの
間に接続される容量素子と、を備える。
【００１１】
　この構成により、複数の部分ビームフォーマに関連する複数の受信チャンネルに関連し
て対応する複数のスイッチ回路をひとつの制御信号発生器で共通に制御することが可能に
なるため、受信信号毎に独立したディジタル回路を設ける必要がなく、ディジタル回路が
発生するディジタルノイズが受信信号に混入しにくくなる。また、スイッチ回路ごとに制
御信号発生器を設ける場合に比べ、回路規模や消費電力の削減が可能になる。
【００１２】
　また、本発明の超音波診断装置は、前記配列スイッチが、前記重み付け回路の出力信号
を、前記超音波振動子から出力される受信信号の１周期の１／４に相当する遅延時間Δｔ
遅延させるものである。
【００１３】
　この構成により、超音波振動子から出力される受信信号を部分ビームフォーマで整相し
、整相された出力を遅延加算して、音響エネルギーに対応した超音波画像を生成すること
ができる。
【００１４】
　また、本発明の超音波診断装置は、前記制御信号発生器が、前記分周データに基づいて
前記クロックを分周するカウンタと、前記カウンタの出力信号をデコードするデコーダと
、前記デコーダの出力信号を前記クロックに応答してラッチし、前記読出し信号を生成す
る読出しラッチと、前記読出しラッチの出力信号を前記クロックに応答して遅延し、前記
書込み信号を生成する書込みラッチとを備えるものである。
【００１５】
　この構成により、制御信号発生器は、デコーダの出力信号をラッチして読出し信号を生
成し、読出し信号を遅延して書込み信号を生成するので、書込み信号を容易に発生させる
ことができる。
【００１６】
　また、本発明の超音波診断装置は、基本波受信モードまたは高調波受信モードに対応し
て、前記デコーダに供給する前記遅延データをシフトするシフタを備える。
【００１７】
　この構成により、デコーダに供給する遅延データをシフトし、基本波受信モードまたは
高調波受信モードに切り替えるので、高調波映像において低周波の送信と高周波の受信を
容易に行なうことができる。
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【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、複数の部分ビームフォーマに関連する複数の受信チャンネルに関連し
て対応する複数のスイッチ回路をひとつの制御信号発生器で共通に制御することが可能に
なるため、受信信号毎に独立したディジタル回路を設ける必要がなく、ディジタル回路が
発生するディジタルノイズが受信信号に混入しにくくなる。また、スイッチ回路ごとに制
御信号発生器を設ける場合に比べ、回路規模や消費電力の削減が可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態の超音波診断装置について、図面を用いて説明する。
【００２０】
　（第1の実施の形態）
　本発明の第1の実施の形態における超音波診断装置の要部ブロック図を、図１～図４に
示す。図１において、２次元配列振動子１は、部分配列振動子２１、２２等から構成され
る。２次元配列振動子１は、超音波振動子３を少なくとも２次元に配列され構成される。
部分配列振動子２１の各受信信号は部分ビームフォーマ４１に供給され、部分配列振動子
２２の各受信信号は部分ビームフォーマ４２に供給される。
【００２１】
　部分ビームフォーマ４１、部分ビームフォーマ４２には制御信号発生器６の書込み信号
５１と読出し信号５２が供給される。部分ビームフォーマ４１、部分ビームフォーマ４２
の出力は主ビームフォーマ７に供給され、ビームフォーマ出力が得られ、ビームフォーマ
出力は図には示さない信号処理部に供給され、画像等として表示される。
【００２２】
　図２は、部分ビームフォーマ４１のより詳細な構成を示す図であり、図２において、超
音波振動子３１は、重み付け回路８に接続される。重み付け回路８には、デコーダ９が出
力する重み付け制御信号が加えられる。デコーダ９には遅延データが加えられる。重み付
け回路８の２つの出力１０、１１のうちの出力１０は、配列スイッチ１２に入力される。
【００２３】
　配列スイッチ１２の出力と出力１１はチャンネル加算器１３で加算される。重み付け回
路８、デコーダ９、配列スイッチ１２、チャンネル加算器１３で受信チャンネル６１を構
成する。
【００２４】
　超音波振動子３２は受信チャンネル６２へ、超音波振動子３３は受信チャンネル６３へ
、超音波振動子３４は受信チャンネル６４へ接続される。超音波振動子３１、３２、３３
、３４で部分配列振動子２１を構成する。受信チャンネル６１、６２、６３、６４の各出
力は加算器１４で加算される。受信チャンネル６１、６２、６３、６４と加算器１４で部
分ビームフォーマ４１を構成する。加算器１４の出力は主ビームフォーマ７へ供給される
。
【００２５】
　図３は、配列スイッチ１２のより詳細な構成を示す図であり、図３においてスイッチ回
路ＳＣ０は書込みスイッチＷＳ０と容量素子Ｃ０と読出しスイッチＲＳ０から構成され、
書込みスイッチＷＳ０の入力には重み付け回路８からの信号が入力され、書き込みスイッ
チＷＳ０の出力には容量素子Ｃ０と読出しスイッチＲＳ０の入力が接続され、読出しスイ
ッチＲＳ０の出力は加算器１３へ接続される。
【００２６】
　この様にして、スイッチ回路ＳＣｊ（ｊ＝０～Ｎ）は書込みスイッチＷＳｊ、容量素子
Ｃｊ、読出しスイッチＲＳｊで構成される。この場合Ｎ＝５としたが、実際にはＮは２以
上の任意の値が選ばれる。書込みスイッチＷＳｊには書込み信号５１が接続され、読出し
スイッチＲＳｊには読出し信号５２が接続される。
【００２７】
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　この場合、書き込みスイッチは（Ｎ＋１）個あるので書込み信号５１は（Ｎ＋１）本の
信号線で構成され、読出し信号５１も（Ｎ＋１）本の信号線で構成される。スイッチ回路
ＳＣｊ（ｊ＝０～Ｎ）で配列スイッチ１２を構成する。
【００２８】
　図４は、制御信号発生器６のより詳細な構成を示す図であり、図においてカウンタ１３
には分周データとクロックが入力される。カウンタ１３の出力はデコーダ１４に入力され
る。デコーダ１４の出力は読出しラッチＲＬｊに入力される。
【００２９】
　読出しラッチＲＬｊの出力はそれぞれ、書込みラッチＷＬｊに入力されるとともに、読
出し信号５２となる。書込みラッチＷＬｊの出力は書込み信号５１となる。分周カウンタ
１３、デコーダ１４、読出しラッチＲＬｊ、書込みラッチＷＬ０ｊで制御信号発生器６を
構成する。
【００３０】
　制御信号発生器６の出力である書込み信号５１、読出し信号５２は、部分ビームフォー
マ４１、４２へ入力される。複数の部分ビームフォーマ４１、４２に関連する複数の受信
チャンネル６１、６２、６３、６４に関連して対応する複数のスイッチ回路ＳＣｊが制御
信号発生器６の読出しラッチＲＬｊと書込みラッチＷＬｊの出力で共通に制御される。
【００３１】
　より具体的には、１例として、読出しラッチＲＬ１の出力は各ビームフォーマ４１、４
２等の受信チャンネル６１、６２、６３、６４のスイッチ回路ＳＣ１の読出しスイッチＲ
Ｓ１に接続され、書込みラッチＷＬ１の出力はスイッチ回路ＳＣ１の書込みスイッチＷＳ
１に接続される。
【００３２】
　以上のように構成された超音波診断装置について、図２、３、４を用いてその動作を説
明する。
【００３３】
　まず、図２において、デコーダ９には遅延データが入力され、デコーダ９は遅延データ
に対応する重み付け制御信号を発生する。重み付け回路８には超音波振動子３１から受信
信号ｒ（ｔ）が入力される。受信信号ｒ（ｔ）は次式であらわされる。
　ｒ（ｔ）＝ａ（ｔ）・ｃｏｓ（ωｔ＋θ）・・・（１）
【００３４】
　重み付け回路８は、重み付け制御信号に基づき乗数ｓｉｎ（Δθ）、ｃｏｓ（Δθ）を
発生し、受信信号ｒ（ｔ）に対し乗数してｓｉｎ（Δθ）、ｃｏｓ（Δθ）の重み付けを
行い、出力１０にはａ（ｔ）・ｃｏｓ（ωｔ＋θ）・ｓｉｎ（Δθ）、出力１１にはａ（
ｔ）・ｃｏｓ（ωｔ＋θ）・ｃｏｓ（Δθ）が出力される。
【００３５】
　更に、出力１０の信号は配列スイッチ１２において受信信号の１周期の１／４に相当す
る遅延時間Δｔが、
　Δｔ＝（２・π／ω）／４・・・（２）
のように与えられる。その結果、配列スイッチの出力ｄ（ｔ）は、
　ａ（ｔ－Δｔ）・ｃｏｓ（ω（ｔ－Δｔ）＋θ）・ｓｉｎ（Δθ）
　＝ａ（ｔ－Δｔ）・ｃｏｓ（ωｔ＋θ－π／２）・ｓｉｎ（Δθ）
　＝ａ（ｔ－Δｔ）・ｓｉｎ（ωｔ＋θ）・ｓｉｎ（Δθ）・・・（３）
となる。
【００３６】
　ここで、ａ（ｔ－Δｔ）≒ａ（ｔ）と近似すれば、加算器１３、すなわち受信チャンネ
ル６１の出力ｓｄ（ｔ）は、
　ｓｄ（ｔ）＝ａ（ｔ）・ｓｉｎ（ωｔ＋θ）・ｓｉｎ（Δθ）
　　　　　　＋ａ（ｔ）・ｃｏｓ（ωｔ＋θ）・ｃｏｓ（Δθ）
　　　　　　＝ａ（ｔ）・ｃｏｓ（ωｔ＋θ－Δθ）・・・（４）
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となる。
【００３７】
この様にして超音波振動子３１の受信信号ｒ（ｔ）の位相を任意にΔθシフトさせること
ができる。同様に、超音波振動子３２、３３、３４の受信信号の位相をそれぞれ所定の値
にシフトし、超音波振動子３１、３２、３３、３４の受信信号の位相を同相にした後、加
算器１４で加算することにより、部分ビームフォーマ４１における整相加算が行われる。
【００３８】
　次に、図３を用いて配列スイッチ１２の動作を説明する。書込み信号５１により書込み
スイッチＷＳｊのうちの１個、および読出し信号５２により読出しスイッチＲＳｋ（ｋ＝
ｍｏｄ（ｊ＋１，Ｎ））のうちの１個が循環的にオンとなることにより重み付け回路８か
らの信号に遅延時間Δｔを与え、加算器１３へ出力する。ここでｍｏｄ（ｊ＋１，Ｎ）は
ｊ＋１をＮで除したときの剰余である。
【００３９】
　書き込みスイッチＷＳｊがｊ＝０、１、２、３、、Ｍ、０、（１≦Ｍ≦Ｎ）で循環的に
オンになる場合、書込みスイッチＷＳｊがオンし、次に、隣接する書込みスイッチＷＳｋ
（ｋ＝ｍｏｄ（ｊ＋１，Ｍ））がオンするまでの時間間隔がΔＴである時、遅延時間Δｔ
はΔＴ・Ｍとなる。Δｔが受信信号の１周期の１／４に相当する時間となるようにΔＴ、
およびＭの値を決定する。
【００４０】
　次に、図４を用いて書込み信号と読出し信号の発生を説明する。図４においてカウンタ
１３には周波数１／ΔＴのクロックと分周データが与えられ、１／（Ｍ＋１）分周カウン
タとして動作する。カウンタ１３の出力はＮ個の出力を有するデコーダ１４に入力され、
デコーダ１４はＮ個の出力のうちの１個を読出しスイッチＲＳｊの１個がオンとなるよう
に出力する。
【００４１】
　デコーダ１４の出力はラッチＲＬｊで整形され読出し信号５２となり、同時にラッチＷ
Ｌｊに入力される。ラッチＷＬｊの出力は書込み信号５１となる。この様に書込み信号５
１は読出し信号５２より１クロック、ΔＴ遅れるため図３で説明した遅延が可能になる。
書込み信号５１、読出し信号５２は複数の部分ビームフォーマ４１、４２へ送られる。
【００４２】
　このような本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置によれば、超音波診断装置は、
配列振動子を有し、前記配列振動子は複数の部分配列振動子から構成され、前記複数の部
分配列振動子には部分ビームフォーマが設けられ、前記部分配列振動子を構成する複数の
超音波振動子のそれぞれに受信チャンネルが設けられることにより前記部分ビームフォー
マは構成され、前記受信チャンネルは重み付け回路と、配列スイッチとチャンネル加算器
から構成され、前記配列スイッチは並列接続された複数のスイッチ回路で構成され、前記
スイッチ回路は書き込みスイッチと読み出しスイッチと容量素子で構成され、複数の部分
ビームフォーマに関連する複数の前記受信チャンネルに関連して対応する複数の前記スイ
ッチ回路が制御信号発生器で共通に制御され、前記部分ビームフォーマの出力が主ビーム
フォーマで遅延加算される構成を有している。
【００４３】
　この構成により、複数の部分ビームフォーマに関連する複数の前記受信チャンネルに関
連して対応する複数の前記スイッチ回路を、１個の制御信号発生器で共通に制御すること
が可能になる。これにより、受信信号毎に前記スイッチ回路のための独立したディジタル
回路を設ける必要がなく、ディジタル回路が発生するディジタルノイズが受信信号に混入
しにくくすることができる。また、スイッチ回路ごとに制御信号発生器を設ける場合に比
べ、回路規模や消費電力の削減が可能になる。
【００４４】
　また、本実施の形態の超音波診断装置は、制御信号発生器の書込み信号が、制御信号発
生器の読出し信号を遅延して得られる構成を有している。この構成により、書込み信号の
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発生を容易にすることができる。
【００４５】
　（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施形態における超音波診断装置の部分ビームフォーマの重み付
け回路の周辺部を図５（Ａ）、（Ｂ）に示す。
【００４６】
　図５（Ａ）、（Ｂ）において、重み付け回路８には超音波振動子からの受信信号と、デ
コーダ９からの重み付け制御信号が入力され、重み付け回路８の出力は配列スイッチ１２
と加算器１３に供給される。シフタ１５には遅延データが入力され、シフタ１５の出力は
デコーダ９へ入力される。
【００４７】
　以上のように構成された超音波診断装置について、図５（Ａ）、（Ｂ）を用いてその動
作を説明する。
【００４８】
　まず、基本波受信モードにおいてシフタ１５は、図５（Ａ）に示す様に遅延データのＬ
ＳＢ（Least Significant Bit）を除くデータを選択する。次に、高調波受信モードにお
いてシフタ１５は図５（Ｂ）に示す様に遅延データのＭＳＢ（Most Significant Bit）を
除くデータを選択する。
【００４９】
　図５（Ａ）、（Ｂ）のいずれの場合にも、遅延データは送信信号の発生に用いられる。
高調波受信モードが基本波の周波数の２倍の高調波を受信する場合には、部分ビームフォ
ーマの各受信チャンネルにおける位相シフトの量は、基本波受信モードにおける位相シフ
トの量の２倍である必要がある。
【００５０】
　このため、遅延データを２倍にする必要があり、シフタ１５により遅延データを２倍に
することができる。ただし、ＭＳＢのデータが重み付け制御信号に影響を与えていない場
合に、シフタ１５により遅延データを２倍することが有効である。
【００５１】
　このような本発明の第２の実施の形態の超音波診断装置によれば、遅延データをシフト
するシフタを有し、前記シフタの出力により重み付け回路を制御する構成を有している。
この構成により、高調波映像において低周波の送信と高周波の受信を容易にすることがで
きる。
【００５２】
　なお、以上の説明では、配列振動子を２次元配列で構成した例について説明したが、１
次元配列振動子等についても同様に実施可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明は、複数の部分ビームフォーマに関連する複数の受信チャンネルに関連して対応
する複数のスイッチ回路をひとつの制御信号発生器で共通に制御することが可能になるた
め、受信信号毎に独立したディジタル回路を設ける必要がなく、ディジタル回路が発生す
るディジタルノイズが受信信号に混入しにくくなる、また、スイッチ回路ごとに制御信号
発生器を設ける場合に比べ、回路規模や消費電力の削減が可能になる、という効果を有し
、配列振動子を部分配列振動子で構成し、部分配列振動子の受信信号を部分ビームフォー
マで整相し、整相された出力を遅延加算する超音波診断装置等に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の実施の形態における超音波診断装置の要部ブロック図
【図２】本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置の部分ビームフォーマのブロ
ック図
【図３】本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置の配列スイッチのブロック図
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【図４】本発明の第１の実施の形態における超音波診断装置の制御信号発生器のブロック
図
【図５】本発明の第２の実施の形態における超音波診断装置の重み付け回路の周辺のブロ
ック図
【図６】従来の超音波診断装置を説明するための概略図
【図７】従来の超音波診断装置において受信信号の整相のための遅延を実現する遅延回路
の概略構成図
【符号の説明】
【００５５】
　１　配列振動子
　２１，２２　部分配列振動子
　３　超音波振動子
　４１，４２　部分ビームフォーマ
　５１　書込み信号
　５２　読出し信号
　６　制御信号発生器
　７　主ビームフォーマ
　６１　受信チャネル
　１２　配列スイッチ
　１００　超音波診断装置
　１０２　プロセッサ
　１０４　インタフェースケーブル
　１０６　プローブアセンブリ
　１０８　ターゲット
　２０２　超音波トランスデューサアレイ
　２０４　超音波トランスデューサ素子
　３０４　増幅器
　３５０　遅延回路
　３５１　書込みシフトレジスタ
　３５８　書込みスイッチ
　３６２　容量素子
　３６４　読出しスイッチ
　３７１　読出しシフトレジスタ
　３７８　電荷インテグレータ
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